
令和 8 年度 第 1 回 介護・医療連携推進会議 議事録 
             R8.9.11(金) 14 : 00 ～ ナザレ園サポート 24 水戸 

 
参加者 外部委員 2 名（地域包括支援センター、有識者） 

    内部委員 5 名（在宅サービス総括所⾧、管理者、介護員、ケアマネジャー、

事務） 

 

 

1.議  題 

（1）令和 7 年度決算報告について 

（2）令和 8 年度の利用状況について 

（3）利用者事例について 

（4）今後の事業運営および周知について 

（5）次回開催について 

  

2.議事内容 

（1）令和 7 年度決算報告について 

事務担当より、令和 7 年度の事業活動計算書について報告を行った。 

サービス活動収益、サービス活動費用、サービス活動外収益等について説明し、令和

7 年度の経常増減差額は赤字となったことを報告した。 

出席者からは、新規利用者の利用開始後、入院や死亡等により短期間で利用終了とな

るケースもあり、安定した利用者数の確保が課題であるとの意見があった。 

今後も利用者数の確保に努め、事業の安定的な運営を目指していくことを確認した。 

 

（2）令和 8 年度の利用状況について 

令和 8 年 3 月から 8 月までの利用者数および要介護度別の状況について報告を行った。 

利用者については、新規利用開始がある一方、死亡、入院、訪問介護へのサービス変

更等により利用終了となるケースもあり、月ごとに利用者数の増減があることが報告さ

れた。 

8 月末時点の利用状況について、年齢別・性別・要介護度別の資料および利用者の居

住地域を示した地図を用いて説明を行った。 

今後も新規利用者の受け入れを進めるとともに、利用者数の増加に向けた周知活動を

行っていくこととした。 

 

 



（3）利用者事例について 

76 歳男性、独居、生活保護受給中の利用者について事例報告を行った。 

当該利用者は、⾧期間にわたり独居生活を継続しており、アルコール摂取により対人

関係や生活面で課題が生じることがある。また、過去には施設や医療機関での生活継続

が困難となった経緯もある。 

サービス導入当初は職員に対する拒否的な言動も見られたが、継続的な関わりを行う

中で徐々に信頼関係が構築され、現在は定期巡回サービスを受け入れ、職員との関係も

良好となっている。 

日常生活では、金銭管理に課題があり、公共料金の滞納により電気が停止したことが

あった。その際には、ケアマネジャーや関係機関と連携し、電力会社への連絡等を行い

対応した。 

また、飲酒による生活リズムの乱れや栄養面の偏り、衛生面等の課題も見られること

から、職員が訪問時に状態確認を行いながら支援を継続している。 

出席者からは、本人が自宅で生活を継続するためには、本人が信頼できる支援者との

関係を維持することが重要であるとの意見があった。また、急変時等に備え、関係機関

との連絡体制や緊急時の対応についても整理しておく必要があるとの意見があった。 

今後も利用者の状態変化を確認しながら、ケアマネジャー、行政等の関係機関と連携

して支援を継続していくこととした。 

 

（4）今後の事業運営および周知について 

利用者数の増加に向け、ケアマネジャー等への周知活動をさらに進めていくことにつ

いて確認した。 

水戸市内のケアマネジャーの集まりや事例検討会等への参加機会を活用し、定期巡

回・随時対応型訪問介護看護のサービス内容や、対応可能な利用者像について周知して

いく予定である。 

定期巡回サービスについては、ケアマネジャーから「サービスの利用方法や計画の作

成方法が分かりにくい」との声もあることから、利用を検討する際には事業所からサー

ビス内容や提供方法について説明し、必要に応じて参考資料等を提供するなど、利用に

つながりやすい支援を行っていくこととした。 

また、ケアマネジャーがついていない利用者についても、法人内の居宅介護支援事業

所と連携しながら対応できる体制を整えていることを説明した。 

今後も、退院後の在宅生活に不安がある方や、複数回の訪問・見守りが必要な方など、

定期巡回サービスの利用が適していると考えられるケースについて、積極的に相談を受

け付けていくこととした。 

 



（5）今後の取り組みについて 

事例報告については、今後も利用者の生活状況や支援上の課題が分かる事例を取り上

げ、出席者から意見をいただきながら支援内容の検討につなげていくこととした。 

また、今年度後半についても、関係機関との連携を深めるとともに、サービスの周知

活動を継続し、利用者の確保および安定した事業運営に努めていくことを確認した。 

 

3．次回開催予定 

令和 9 年 3 月 26 日（金）14 時 00 分より 

 

今回、開催案内の送付が遅くなったことについて出席者へお詫びし、次回からは開催

日概ね 1 か月前までに案内を送付することとした。 

案内については、メールでの送付も行うこととした。 

 

  


